
                                   2012年 9月 30日 

東北都市会員各位 

 

拝啓 

 皆様ご清祥のこととお慶び申し上げます。 

さて，今年度の石巻大会についてご案内申し上げます。別紙の通り，11 月 10 日（土）,11 日(日)

の両日にわたって石巻専修大学にて開催されます。昨年の未曾有の大震災から懸命に復旧・復興

に取り組んできた石巻の地で，将来の日本の在り方を示唆する NPO の活動に焦点を当てたシン

ポジウムが開催されます。 

同時に，一般研究発表会も開催されます。会員の皆様には積極的な研究発表をお願いします。

発表申込は，下記の要領で作成された発表要旨を添えて学会賞事務局宛てにメール

（matsumoto.m@fukushima-nct.ac.jp）にて送信をお願いします。 

どうか万障お繰り合わせの上，ご参集くださいますよう重ねてお願い申し上げます。また，身

近に大会テーマに関心のある方がおられれば，お誘いただければ幸いです。 

                                        敬具 

              

付記：発表要旨執筆要領 

この要領は Windows－Word－MS 明朝を想定しています。これ以外のコンピューターソフト

やワープロ専用機を使用している場合は、下記の事項を目安において作成して下さい。 

① A4 サイズの用紙を使い、ワープロで作成しプリントアウトして下さい。印刷余白は上下

左右とも 25mm とって下さい。 

② ページ設定を、40 字×40 行にしてください。 

③ 発表題目は 16 ポイント･ゴシックに指定し、センターに置いて下さい。副題は 12 ポイン

ト・ゴシックにして下さい。 

④ 名前（所属）は 12 ポイントにし、右に揃えて下さい。 

⑤ 題目と名前の間、および名前と本文の間に 1 行余白を入れて下さい。 

⑥ 本文は 12 ポイントにして下さい。 

⑦ 要旨は、A4 用紙 2 枚に収めて下さい(一人分です。共同の場合は６枚以内です)。  

⑧ 要旨はなるべく電子メールによる添付ファイルで提出してください。郵送の場合は、A4

の用紙を折らないように大きい封筒をお使い下さい。 

⑨ 発表申込締切は 10 月 14 日です。発表要旨の送付締切日は 10 月 28 日です。厳守をお願

いします。 

[その他] 

  発表当日の資料は各自ご用意下さい。発表会場ではコピー、印刷機などを用意できかねますの

で、事前の準備をよろしくお願いいたします。資料の部数は 40 部くらい必要と予想しています。 



2012年度東北都市学会大会 

      テーマ：「復興とボランティア活動」 

 2011 年 3 月 11 年に発生した東日本大震災はマグニチュード 9 の激震、直後の津波襲来と合わ

せて、東北地方の特に太平洋沿岸地域に未曾有の大災害をもたらしました。中でも約 7ｍを超え

る津波が押し寄せた石巻市は、市街地の 46％にあたる 73 ㎢が浸水し、死者 3249 人、行方不明

者 530 人の多大なる犠牲者を出しました（2012 年 3 月 31 日現在）。2012 年 5 月現在で、がれき

600 万トンが未処理のままで、さらに 18662 戸の仮設住宅で多くの被災者が不自由な生活を強い

られているのが現状であります。 

 今、まさに急ピッチで復興への工事が進んでいるものの、まだまだゴールが見える状況にはあ

りません。このような状況下、東北都市学会は一日も早い復旧を願い、また学会として今できる

ことを実行し、多少なりとも石巻市の復興の一助になるべく、地域大会の開催を計画いたしまし

た。震災直後から石巻には多くのボランティア団体が活動し、復興に大きく貢献すると同時に彼

らの多大なる活動に敬意を表しつつも、その活動内容、課題、今後へ向けての注意点等を明らか

にし、後世に伝えていくことは当然の義務であり、やらねばならない責務の一つであると考えま

す。テーマを「復興とボランティア活動」に設定し、各方面の専門家による真摯で活発なシンポ

ジウム、文化講演会を開催します。そして一般発表の多くの研究報告やエクスカーションでの視

察と合わせて実り大きな大会になることを期待します。 

 

（1）主催：東北都市学会、石巻市、石巻専修大学 共催：日本都市学会、三陸河北新報社 

 

（2）開催時期：11 月 10（土）～11（日） 

 

（3）場 所：石巻専修大学 5 号館 

3 階：階段教室 5301（シンポジウム・講演会会場）、教室 5302 教室、教室 5303、 

会議室 6（事務局控室）、学生ホール（パネル展示・復興演奏会） 

4 階：カフェテリア部分（休憩室、昼食等）  

        

（4）大会行事：エクスカーション 

        一般研究発表 

公開シンポジウム「復興とボランティア活動」、文化講演会 

 

 

 

 



日程 

 

10 日（土）8 時 30 分～17 時 

8 時 30 分～12 時 エクスカーション『被災地の“今”を知る現地見学会』 

（貸し切りバスにより被災および復興現場見学：事前予約制） 

仙台駅東口（代々木ｾﾞﾐﾅｰﾙ前）発 8:30→石巻駅 10:00→石巻魚市場、女川市街地等 

         ※仙台駅から乗車：3,000 円、石巻駅から乗車 1,000 円 

12 時 15 分～12 時 45 分 東北都市学会第 2 回理事会（会議室 6） 

 12 時 50 分～13 時 20 分 東北都市学会会員会（会議室 6） 

13 時 30 分～17 時 研究発表（一般教室 5302 5303 各 50 名） 

17 時 30 分～19 時 30 分 懇親会 石巻河北ビル交流サロン（会費 3,000 円） 

 

11 日（日）9 時～16 時 

9 時～12 時 公開シンポジウム『復興とボランティア活動』（階段教室 5301） 

①基調講演：亀山 紘氏（石巻市長） 

②シンポジウム 

コーディネーター ： 吉原直樹氏（大妻女子大学） 

パネリスト ： 増田 聡氏（東北大学大学院） 

 菅野 拓氏（NPO パーソナルサポートセンター） 

           山本 隆氏（社団法人ﾋﾟｰｽﾎﾞｰﾄ災害ﾎﾞﾗﾝﾃｲｱｾﾝﾀｰ） 

           畠山卓也氏（石巻市立北上中学校校長） 

           重川希志依氏（石巻専修大学客員教授） 

12 時 10 分～13 時  昼休み 

   昼食 4 階カフェテリア 演奏 3 階ホール  

ピアニスト清塚信也氏、バイオリニスト小林正枝氏（ドイツ在住）による 

復興演奏会 

13 時～15 時 30 分 （一般教室 5302、5303） 

[分科会] 13 時～14 時 05 分 

(1) 住まいと暮らし コーディネーター：菅野拓氏 

(2) 子育てと教育 コーディネーター：佐々木宏子氏 

(3) スポーツ・医療・健康 コーディネーター：井上和徳氏 

 [文化講演会] 14 時 10 分～15 時 30 分 

司会：若月 昇氏（石巻専修大学）  

講演内容：『教育･文化からの再生（仮題）』 

銭谷真美氏（独立行政法人国立文化財機構東京国立博物館館長） 


